
劉

臨

禦

…．．

欝婆
．

轟
　

／鷹

依１欝
＼＼１

還

’

＼：繋 ご

〆 藤ニーＮ
甑ミ、

④３〆．．．，
岬

鰺 耀

難 爾是瞬 轍て

織
籔

難》畿謹醐

轟諭
ノ ヨ

．磐ノ

（す聡（逐界胴レ》
転

｝

♂
紳 締 儲 瞬 鱈 鋤 ㍉・母

ホ
ロ

ハ

網⑨１０
実施臼２α悔１ 別１９

０
の 姫

勇
２ 」 ● ・ 畠 畠 畠 ‘ ｏ ◎ ｏ 魯 ・ 塵 畠 ∩ ｏ ．

●

蒐

専
輪
瞭
嘱
。

」

み甚祐ま縫．地 域サ０ン第１０回（１イ１）
１’ラ巳㌢ラス捧操ヒ捧 物 ずくり．

ン令たい日６瀦 （よう 口｝りまし費．
幡のあちらこ導らげ

’
石塗（な．Ｚい萎ｔＬん１｝・？ この臼に

蜘 鰻 誹禽濃 鰍。　ラ鵜ま操醗孟編 敷，揃、醗 畷
・う声餌 磁 意・ 欄 熱・ 圃 た．藪 う瞬牢 痢罪力 購 した，２

ひ ら いて
、

ま苅ぐ

立豚しめ

隙，，、
、

し

５

０

、

、

塾

、

⑤ 糖ち 毎 が之て１啓

ち側 謹側の月継

イ申 ぱ寄．

（

貰

」

７
－
、
い

ナ

’

£
ρ 壁・

ち

」
－
「

・

》

《
！

鍵
’監

ρ、

０ 耕 翻 鞭 ゲ、 ②、ボ縄 戯 た

’

㌦

左宅トに口前 く つ唐 蛮 し７

パ！－ 、 こ れ きくｒｌが 之 し

たら
、

屓 対 ｎ毫が 宕も 行う，

爺

ような 形 藍とる

（ 著中毫凱く寄る）

魅

㌧

う
も タ

も や や の

⑤ 蕎 中を れめる，

、

ロ

』

’

、

’

さ ラ

く ン
ゴ

サ
　ロｖ ♂ １

↓
１

↓

⑭
．

あ ご
’
を 上 げて 胸 皇〔３９、〉知て 両 今 魯 後 頭

啓多廷 下 向 創て‡甲あ．

〆
〆 鱗鞠轟㍉・㌦　 　

〆 ひ ｂ 碕 響 勢韮 鴇 瞬
、

％
響聴 権

ず

拶
馨
馨

馨
・

圃 ｏ ◎匪ｕこ麗ｌ
ｌ先 生

い ㌘ ３ 舜 ヒ 蘇 嵐 して 鹸

撫楓 脅釜 い落 し羅う
．

葛 ゆ 。くリ ヒ レ ２・ ２， 辱 ヒ 声 騒

出し１ ↓ 粧 ４飽，トｑ、、
『

譜
竃テ うと 墨 ｕ ℃ヒ’し め

磁
趣

辱
灘

黛
懸

嫌
聯 鞠 轡 無 愚 艦 離

象
葡

ｌ ｌ

⑦
．

グ１ソヒ 月ま｝≦ ひ今く．

／
鰭鉦

窟
麟

’

」

⑤ ゐ穿き鞍３各・

雑 双 ・・

禰き賄き
く れ 告

．

『

き

’

ｌ

１

６

ー

電
」

．
甕

ｒ

工

｛
ー
．．

１

「

　
．
→

呼マ’曳

冷
ー
…

ー

スト〉．

へ

ほｒ
壱

幽

＠ ， 噛のび とＬ又 ⑳ あと ゐ 饗

又トン と 落 ヒ葛．

艦 一 、
ス ト ン

．が
’ ・

１ 詑 」 ぐ
かヨ コ ロ

ロ
コ

に
ヒ

馳
』

ｉ｝ ｌｉ

↓ 壱

⑧ 翫 ゆ刈 瀞く ⑨ 靴 ゴ 下！ず協．
ま わ あ．

及揖の 観もま紡． ズ ロ１ 描 σＺ 行 う
．

斐 籍 誘

、
⑬ 薗を 鴫〈９ま描、 ⑳ 孫 呼 畷．

天…女すの危１窓もまあ窃，

・
一 ／

㌫
・

、 １

ρ ㍉

ｒ
Ａ

㍉

、

０

コ
ヨ

ゑ コ

，
彗

’ ‘

嗣 琴

９ 置や

② 拠 軽く押しＺ ＠ 体ε貌 範τこり

ひざう 彊 伸１猫 の ばした９，

， 民
㊧

而争 裾 是 を 塘・ス

し ＼ 引 き 寄 笹る （ 原 灯の 足も〉

童 塗 幡 ど 見
：
全 後 の

２ ワｔレ ジ 乞 し｝う
．

⑰ 顔 筋 罐、 ⑧ 嶺へ片 鷹 ．
左 的き． 右｛則、五ｆ劉 毛 行う、

讐緊ストい・烹
１

轡
騨

’欝鯉
・

〆
ノ『

馨 ０，片脳 獄 ひ蝦
奮 鶴 悩 麟，撤 捌も．）

庭

，
④ 足のつま究 を

‘

し
伸 〔ギした刃

．

１
《，＿、 揃 に 引き 寄 ¢

勘 真．り 寄 る
一



「
１

｝
ー

辱縫や 堀審 勧 黒 早 キ・γ・ソ 簡 攣

餌
，
轟

竃

，
】

「
「
げ

へ

⑪ 片昆 鋸 騎る
（ 鱒糾～ 紛間 〉

黛
…

＠ っ筈先立琶弱

（ 脚 勿・～ 紛 閉 ）

－

監

り

，

！
袖

㊧ っ森完あ［琵 鵡

（ 勢 多あ～ １分間 ）

　
　

　

熱
）レ

・

ト
鯨
”霧 叶毒ぎ㊥～①（

恥
鰹「

〆
影 樋脚

衆 ウ ワ・ソ ←

，
Ｌげ み 匪 ～～ メ

、

巳４ に苓わ鯛斧評
１

う１ミ 腱 モ あ 騎 こと

↑、 窪 １
↓ 箋ポ １

ゆ

⑭ 体 ９ 輸 翻 和 息 糧…く 肚く 『
．り

体 短 ｚるａ執｝ 息．即 及う〔 響 〃＄ 伽
）

２

＿＿＿」

み ん存 で・牽命 に な１灌 し斥、
蜘 『・ ∵ １

そ 綬 浦 循 ザノ作、欝げ７㌦ 次１定跡がクｒ 欝 ザ／馬，
緬 弓

搬掛撤脚Ｌ究 認ｌｌ 麺｛瓶惣

酬。翻 勅諏 痢 １
と、 紛 縄 しＤ 唾・危 麹 を 勧 曳

〉勲 と 雛 晩 いく． ＼

勅 ・ 轡 ９ コ ・ マ 悔 ・ ．’．』 貿 り ｏ ・ ツ １卜 ’ …

磯 薦（鎧灘痢

野雌生嫌

璽 劉 鯉警：

幽 糊・塵ｉ警

、
、

、

丁 琿 備 してし鵬だい 乙 鴨 、
馳

も い ク

カ 劣！庫上カレン㌢一２。円 ㍉

＼
可 獲 いし、シーん 区 帖 っ たり、あ 気１隻 曳

．，。 議 書，． 縦 、て
、

｛乍・ 駈．
｝

ギ

酬小糧くり

勲 澄の縁 紬 贔 殺〔：

紅 白の，
鶴 を 薪 臆 峨 ．

＼
、

曳

、
、

、

、
、

、
、

鮎 馬
鴫 悔 嘔 邸 制 醒 岬 ’ ρ ｒ

評
〆ρ

〆

’

ノ
〆

〆
評

ず

３

押

ダ

７

８

『
♂

’

鱒

斌

サ

駿

ン

一一 一訟一
Ｚ馳 譲座 繋了し茅敗

３ 超 晒 。、３瞬３。 騙妻此セ、残戸 繍 醗
、㈱ 癒轟λ 甑 鞠手、め． 擁．み

認手嶺 撚

ミ

轟

サ

岱

〉

繋月 脇 （，）
ゆ：３０〆》緯；ＯＣン

鴫 到 推受流忽ン鮮

㊧ ゆ◎円

欝月 鐵 ・木）Ｋ＞：３０ ～［２二〇〇

鱒 福 饒べ 讐いの’数

⑧ 椥。内

麟 閣 い合 献レ 串し込 み１婆…・ みよし布覆癖介 護言象

ＮＰＯ怯ん 訊１ちＮ鴻 庵民ネい！トワ雪 もン９一

鋳み１ 一 饗豊暫 露 醒》㌢

が～◎ 一 鉢 感 蒔一「１ゐゆゐ


